













































































































入居者の Cさんは 30歳代男性で、身体1種 1級、障害支援区分は 6である。日中は生活介護の
事業所に通っている。身体介護と移動支援、重度訪問介護を併用して暮らしている。本人に合わ
せたプランの設定と白治体による柔軟な配慮があり、本人が望む暮らしが実現されている。実家
では経験しにくい部分ができたり、支援者が多様な視点で本人の気持ちを探ったりしてくれるの
も、実家を離れて暮らす良い部分でもある。
近所との関係も開設時から続いており、雪かきを手伝ってくれたり野菜を持ってきてくれたり
するなど、地域の人々がグループホームを訪れてくる。また、ボランティアもグループホームを
訪れ、クリスマスイベントの手伝いや窓拭きの手伝いに協力している。
5-3 支援者のお話
体調が悪く通所に行けない場合や入院した際、ク、、ループρホームの日中支援加算や入院時支援特
別加算の算定ではなく、重度訪問介護等に変更できる。そのため、通所を休む頻度や入院する頻
度が高い場合などは、グワレーフOホーム単体よりも柔軟に制度を活用できる。
ク、、ルーフ。ホームの職員配置に加えて個別給付での職員配置ができるため、職員の仕事にもゆと
りができる。しかし、サービス種別が異なるため、シフト調整する管理者の負担や担当に入る支
援者にとっては、柔軟な動きが求められる。また、体調の変化や急な予定変更などでシフトをこ
まめに変更するのも生活を支えるサービスである。
写真5. 玄関のリーフプレート 写真6.居室
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6 障害のある方の将来の暮らし
先の全国調査で障害のある方の将来についてどのように感じているか支援者に尋ねた結果、以
下の状況を把握した。
①現状の住まいは、両者とも家族と白宅で暮らしているケースが 8割以上。医療的ケア実施者は、
入所施設、病院、療育センターで生活している方が見られる。
②白宅以外で一人暮らししている人、グループロホーム、ケアホームで暮らしている人は、医療的
ケア非実施者の方で多く見られた。
③日中就労している割合は、医療的ケア非実施者と実施者に差が見られ、実施者は白宅で過ごす
割合が高い。
④全般的な住環境の満足度は、医療的ケア実施者<非実施者という結果が得られた。特に医療的
ケアを受けている人にとっては、広さ、バリアフリ一環境、移動の面での課題が残る。
⑤医療的ケア実施者は、非実施と比較すると入所施設や病院を希望する人、現在の住まいで生活
を継続したい人の割合が高い。一方、グループコホームやケアホーム、共同住宅で仲間と共に暮ら
すことを希望する人の割合は逆転している。
医療的ケア実施者は、現在の住まいに継続して住みたいとする人の割合が非実施者よりも高い
が、現状の住環境に満足しているからではない。将来の住まいとして非施設系を希望する人が非
実施者よりも少なく、将来のことを考えられない人の割合も高いのが現状である。
物理的環境面の課題としては、本人が円滑に移動できる環境を整備することはもとより、医療
器具や支援スタッフの円滑な移動経路も含めた住まいの環境を計画してゆくことが、障害者が住
み慣れた地域で居住を継続する上で求められている。
7 今後の研究活動について
2016年度に、「積雪寒冷地域における高齢者の冬期居住安定に資する生活支援ノ¥ウスの整備に
関する研究」の研究テ一マで
活に不安を抱く高齢世帯の居住の場が一時的な冬期集住の施設から通年利用型でで、デデ、イサ一ビス等
を併設した福祉施設へシフトしつつある状;況兄を踏まえ、高齢者側から居住環境に求めたい機能や
要素を把握することを第一の目的とする。次いで、生活支援ノ¥ウスの拡充を目指す白治体の施策
に着目し、住民のニーズに対応した施設拡充に向けた計画を阻んで、いる要因を整理し、現状の計
画要件における課題を明らかにする。さらに、生活支援ノ¥ウスの入居者を対象に入居前と入居後
の近隣交流状況の変化と頻繁に利用する地域資源を分析することに基づき、生活支援ハウスの利
用が高齢者の安心安全にどう資するかを考察する。 2016年度は北海道札幌市の事例を中心に事例
調査を進め、 2017年度実施の全国調査の実施準備などを進めている。研究の経過については、研
究所だよりでも報告したいと考えている。
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